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(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、船底、海洋構造物、魚網等への海洋生物の付着の減少を図ると

共に、船舶等の燃費効率を高め、船底、水中構造物、養殖用網、魚網、浮標、工業用水系

設備等に対する塗料接着期間の長期化が得られ、海洋汚染の生じることの無い防汚塗料を

提供する。

【解決手段】本発明に係る防汚塗料用添加物を含有する防汚塗料は、粒径２－１００μｍ

のイオウ粉末を主成分としたことを特徴とする防汚塗料用添加物５－３０重量％を含有す

る。更に、この防汚塗料用添加物を１０－２０重量％含有する防汚塗料とすることでより

有効性を有するものとすることができる。

【選択図】　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す 粒 径 ２ － １ ０ ０ μ mの イ オ ウ 粉 末 を 主 成 分 と す る 防 汚 塗 料 用 添

加 物 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 防 汚 塗 料 。

【 請 求 項 ２ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す イ オ ウ 粉 末 を 主 成 分 と す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を ５ ～ ３ ０ 重 量 ％

含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 汚 塗 料 。

【 請 求 項 ３ 】

海 洋 生 物 に 忌 避 効 果 を 齎 す イ オ ウ 粉 末 を 主 成 分 と す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を １ ０ ～ ２ ０ 重 量

％ 含 有 し て よ り 有 効 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 防 汚 塗 料 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 　 本 発 明 は 、 イ オ ウ 粉 末 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 鋼 船 、 Ｆ ． Ｒ ． Ｐ

． 船 、 木 造 船 等 の 各 種 材 料 か ら な る 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 魚 網 、 浮 標 、 工 業 用 水

系 設 備 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 、 海 藻 の 付 着 及 び 各 種 防 汚 塗 料 へ の 利 用 が 出 来 る イ オ ウ 粉 末

を 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 従 来 、 船 舶 や 水 中 構 造 物 、 魚 網 な ど に 付 着 す る 海 洋 生 物 の 除 去 や 腐 食 防 止 、 あ る い は

船 舶 の 航 行 速 度 の 低 下 防 止 を 目 的 と し て 、 有 機 錫 や ロ ジ ン を 含 有 す る 防 汚 塗 料 が 使 用 さ れ

て い た 。 ま た 、 養 殖 用 網 に お い て も 有 機 錫 や ロ ジ ン 含 有 の 塗 料 が 使 用 さ れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 　 有 機 錫 や ロ ジ ン 含 有 の 塗 料 を 使 用 し た た め 、 海 中 の 生 物 の 生 態 が 変 わ る と い う 問 題 が

生 じ 、 こ の た め 、 １ ９ ８ ０ 年 代 後 半 か ら 、 有 機 錫 や ロ ジ ン 混 合 の 防 汚 塗 料 使 用 が 自 主 規 制

と な り 、 １ ９ ９ ９ 年 に は ロ ン ド ン 国 際 海 事 機 関 （ Ｉ Ｍ Ｏ ） 本 部 で の 協 議 で 、 ２ ０ ０ ３ 年 に

船 舶 で の 全 面 禁 止 と す る 合 意 が な さ れ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 　 船 舶 に お け る 問 題 の 一 つ と し て 、 船 底 に 付 着 す る 海 洋 生 物 に よ る 被 害 が あ る 。 船 底 に

付 着 す る 藻 や 貝 類 等 は 、 航 行 す る 船 舶 の 大 き な 抵 抗 力 と な り 、 同 じ 出 力 で も 航 行 速 度 が 大

き く 減 少 す る 。 そ の た め に 燃 料 費 の 増 大 、 エ ン ジ ン の 負 荷 の 増 大 な ど の 被 害 が 出 て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 　 こ れ ら の 被 害 を 無 く す た め に 、 海 洋 生 物 の 付 着 を 防 止 す る べ く 、 塗 料 の 開 発 が 進 み 、

塗 料 自 体 が 溶 け る 加 水 分 解 型 塗 料 や 、 少 し ず つ 剥 が れ る 自 己 研 磨 型 塗 料 が あ る 。 ま た 、 本

発 明 と 同 じ よ う に 塗 料 に 添 加 物 や 添 加 剤 を 混 入 す る も の が あ る が 、 そ れ ら の 特 殊 塗 料 を 使

っ て も 、 な お 船 底 、 海 洋 構 造 物 、 魚 網 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 物 は 十 分 に は 排 除 で き て い な

い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 　 ま た 、 塗 料 の 剥 離 や 消 耗 等 に よ り 塗 装 の 塗 り 替 え 期 間 が 短 く 、 小 型 船 で は ３ ～ ６ ヶ 月

に １ 回 、 大 型 船 で も 年 に １ 回 塗 料 の 塗 り 直 し を 行 っ て い る 。 大 型 船 で は 付 着 物 の 取 り 除 き

が 大 変 な 作 業 に な る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 　 世 界 中 で 使 用 さ れ て い る 船 舶 は 、 世 界 の 経 済 を 物 流 と い う 面 で 支 え て い る 。 貨 物 船 や

タ ン カ ー 、 客 船 な ど が あ り 、 こ れ ら の 船 舶 に 必 要 不 可 欠 な の が 船 底 塗 料 で あ る 。 船 体 に 付

着 す る カ キ ガ ラ や 藻 類 な ど の 付 着 防 止 は 、 船 舶 に と っ て の 大 き な 問 題 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 　 船 底 等 に 付 着 す る 海 洋 生 物 を 減 少 さ せ る こ と を 目 的 と し た 、 下 記 の 船 底 塗 料 が あ る 。

（ １ ） 自 己 研 磨 型 塗 料 、 （ ２ ） 加 水 分 解 型 塗 料 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ １ ） 自 己 研 磨 型 塗 料
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自 己 研 磨 型 塗 料 は 船 舶 の 推 進 力 を 利 用 し て 、 塗 料 が 剥 が れ て 付 着 物 と 共 に 脱 落 す る も の で

あ る 。 た だ し 、 船 底 部 が 平 ら で な い 木 造 船 な ど で は 、 塗 料 が 剥 が れ に く い た め 付 着 物 が 落

ち に く い と い う 欠 点 が あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ ２ ） 加 水 分 解 型 塗 料

以 前 は 錫 含 有 高 分 子 を 防 汚 成 分 と す る 塗 料 が 使 用 さ れ て い た が 、 現 在 、 錫 は 使 用 さ れ て い

な い 。 加 水 分 解 型 塗 料 は 、 塗 料 自 体 が 海 水 と 加 水 分 解 し て 、 有 機 化 合 物 な ど を 溶 出 し 、 塗

料 が 水 溶 化 し 、 配 合 し た 防 汚 剤 が 溶 出 し て 、 付 着 物 と 共 に 海 水 中 に 脱 落 す る 。 Ｆ ． Ｒ ． Ｐ

． 船 で は 有 効 で あ る が 、 ア ル ミ 船 で は 、 ア ル ミ と 化 学 反 応 を 起 こ す た め に 使 用 で き な い 。

ま た 、 海 水 と の 反 応 を 利 用 す る た め に 、 淡 水 で の 効 果 は 望 め な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 「 カ ナ エ 塗 料 　 ス ー パ ー 大 漁 D X」 　 カ ナ エ 塗 料 主 要 製 品 一 覧 表 （ 船 舶 用

） （ 漁 船 用 防 汚 塗 料 　 分 類 No１ ３ ５ ５ ） カ ナ エ 塗 料 株 式 会 社 　 P.6　 ２ ０ １ ２

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ２ 】

上 記 自 己 研 磨 型 塗 料 及 び 加 水 分 解 型 塗 料 を 船 底 等 に 塗 布 す る 方 法 で は 、 塗 料 の 接 着 期 間 は

短 く 、 約 ６ ヶ 月 程 度 で あ る 。 各 塗 料 メ ー カ ー は 長 期 接 着 の 開 発 に 取 り 組 ん で い る が 、 未 だ

有 効 な 解 決 に は 至 っ て い な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

本 発 明 は こ れ ら 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 船

底 、 海 洋 構 造 物 、 魚 網 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 の 減 少 を 図 る と 共 に 、 船 舶 等 の 燃 費 効 率 を 高

め 、 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 魚 網 、 浮 標 、 工 業 用 水 系 設 備 等 に 対 す る 塗 料 接 着 期 間

の 長 期 化 が 得 ら れ 、 海 洋 汚 染 の 生 じ る こ と の 無 い 船 底 塗 料 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ４ 】

本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ に 記 載 す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は 、 イ オ ウ 粉 末 の

粒 径 が ２ － １ ０ ０ μ mで あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

イ オ ウ 粉 末 の 粒 径 が ２ μ m未 満 で は 、 塗 料 へ の 添 加 の 際 に 粉 末 の 凝 集 が 起 こ っ た り 、 粉 末

の 空 中 へ の 飛 散 や 浮 遊 が 生 じ て 発 火 の 危 険 性 を 有 し た り す る の で 適 さ な い 。

ま た 、 粒 径 が １ ０ ０ μ mを 越 え る と 、 塗 料 へ の 添 加 の 際 に 滑 ら か な 混 合 が 困 難 と な り 、 船

底 等 へ の 塗 布 の 際 に も 滑 ら か な 塗 布 が 難 し く な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

上 記 イ オ ウ 粉 末 に よ る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 は 、 塗 料 重 量 １ ０ ０ 重 量 ％ に 対 し て ５ ～ ３ ０ 重 量

％ の 割 合 で 塗 料 に 添 加 混 入 し 、 攪 拌 し て 、 船 舶 の 船 底 、 水 中 構 造 物 、 魚 網 等 に 塗 布 す る 。

本 発 明 に 係 る 請 求 項 ２ に 記 載 す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は 、 ５ ～ ３ ０ 重 量

％ の イ オ ウ 粉 末 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は 、 ５ 重 量 ％ 未 満 で は イ オ ウ の 含 有 量

が 少 な く な り 、 イ オ ウ に よ る 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 を 齎 す こ と が 出 来 な い 。

ま た 、 ３ ０ 重 量 ％ を 越 え る と 、 イ オ ウ 粉 末 の 過 度 の 混 入 に よ り 塗 料 の 粘 度 が 高 く な り 、 塗

布 の 際 に 滑 ら か な 塗 布 が 出 来 な く な る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

本 発 明 に 係 る 請 求 項 ３ に 記 載 す る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は 、 塗 料 １ ０ ０ 重

量 ％ に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ の イ オ ウ 粉 末 を 含 有 す る こ と が よ り 有 効 性 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 は 、 １ ０ 重 量 ％ 未 満 で は イ オ ウ の 含 有
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量 が 充 分 で な く 、 本 発 明 で 意 図 す る 充 分 な 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 が 得 ら れ に く い 。

ま た 、 ２ ０ 重 量 ％ を 越 え る と 、 塗 料 の 接 着 性 が 悪 く な っ て 早 期 の 塗 料 の 剥 離 が 起 こ り 、 本

発 明 で 意 図 す る 長 期 間 の 充 分 な 防 汚 効 果 が 得 ら れ な く な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 を 船 舶 等 に 塗 布 す る 場 合 の 塗 膜 の 厚 さ

は 、 被 塗 物 に 対 し て 適 宜 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ る 厚 さ に 塗 布 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

本 発 明 に 係 る イ オ ウ 粉 末 に よ る 防 汚 塗 料 添 加 物 は 、 ア ル ミ 船 な ど の ア ル ミ 製 品 に 対 し て 腐

食 効 果 を 齎 す の で 、 ア ル ミ 製 品 へ の 適 用 は 除 外 さ れ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

本 発 明 は 、 上 記 説 明 か ら 判 る よ う に 、 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 が 齎 さ れ る イ オ ウ 粉 末 に よ る 防

汚 塗 料 用 添 加 物 と し た の で 、 船 底 、 海 洋 構 造 物 、 魚 網 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 の 減 少 を 図 る

と 共 に 、 船 舶 等 の 燃 費 効 率 を 高 め 、 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 魚 網 、 浮 標 、 工 業 用 水

系 設 備 等 に 対 す る 塗 料 接 着 期 間 の 長 期 化 が 得 ら れ 、 海 洋 汚 染 の 生 じ る こ と の 無 い 船 底 塗 料

を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 に 使 用 す る イ オ ウ 粉 末 は 従 来 用 い ら れ

て い る 添 加 物 又 は 防 汚 塗 料 と は 全 く 異 な る 物 質 で あ り 、 海 洋 生 物 に も 全 く 弊 害 が 無 く 船 底

塗 料 添 加 物 と し て 使 用 さ れ る ほ か 、 水 中 構 造 物 、 養 殖 用 網 、 魚 網 、 浮 標 、 工 業 用 水 系 設 備

等 に 適 用 さ れ 、 上 記 効 果 を 遺 憾 な く 発 揮 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、

（ １ ） カ キ ガ ラ 、 藻 、 ア オ サ な ど の 生 物 の 付 着 を 大 幅 に 少 な く す る 。

（ ２ ） 塗 料 塗 布 脱 着 期 間 を 従 来 よ り も 大 幅 に 伸 ば す こ と が 出 来 る 。

（ ３ ） 塗 料 の 耐 久 性 が 増 し 、 前 回 の 塗 布 か ら 次 回 の 塗 布 ま で の 塗 り 替 え 期 間 が 延 び る と 共

に 、 船 舶 等 の 燃 費 効 率 が 向 上 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

現 在 一 般 に 使 用 さ れ て い る 船 底 塗 料 で は 、 ６ ヶ 月 ～ １ 年 に １ 回 、 塗 料 の 塗 り 直 し 作 業 を 行

っ て い る の が 通 常 で あ る が 、 本 発 明 に 係 る 防 汚 塗 料 用 添 加 物 を 含 有 す る 防 汚 塗 料 を 使 用 す

る こ と で 、 塗 り 直 し に 至 る ま で の 期 間 を 長 く す る こ と が 出 来 る 。 ま た 、 船 舶 等 の 航 行 速 度

、 エ ン ジ ン 負 荷 の 軽 減 、 船 体 の 傷 み の 軽 減 な ど 、 そ の 効 果 は 大 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

鹿 児 島 県 の 硫 黄 島 の 港 で は 、 今 な お イ オ ウ の 噴 出 が 続 い て お り 、 そ の た め 港 の 海 水 は 黄 褐

色 を 呈 し て い る 。 そ の 港 の 岸 壁 や 停 泊 し て い る 船 舶 に は 、 海 洋 生 物 の 海 藻 や カ キ な ど の 付

着 が 全 く 見 ら れ な い 。 イ オ ウ 成 分 に よ る 海 洋 生 物 の 忌 避 効 果 に 拠 る も の と 考 え ら れ る 。

た だ し 、 ア ル ミ 船 な ど の ア ル ミ 製 品 は 、 イ オ ウ 成 分 に 拠 る も の と み ら れ る 腐 食 効 果 が あ り

、 ア ル ミ 製 品 は 本 発 明 に 対 す る 適 用 外 と せ ざ る を 得 な い 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

鹿 児 島 湾 (高 須 港 )に て 浸 漬 実 証 テ ス ト を 実 施 し た 結 果 を 示 す 。 本 実 施 例 で は 、 塗 料 メ ー カ

ー の 船 底 塗 料 （ (株 )カ ナ エ 塗 料 社 製 　 Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド 　 製 品 番 号 （ MSDS　 ｎ ｏ ）

:３ ０ ０ ２ ５ ０ G－ ４ (以 下 、 CCPク リ ー ン 　 レ ッ ド 　 と 称 す る 。 ） ） の 塗 料 １ ０ ０ 重 量 部 に

対 し て 、 防 汚 塗 料 用 添 加 物 （ イ オ ウ 粉 末 　 ９ ９ ％ ） を １ ２ ． ５ 重 量 部 混 合 し て 防 汚 塗 料 （

１ １ ． １ １ 重 量 ％ ） を 得 た 。 こ の 防 汚 塗 料 を 、 ヨ ッ ト （ Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． 船 　 ヤ マ ハ １ ７ ｆ ｔ

） の 磨 い た 船 底 に 塗 布 し て 、 翌 日 海 水 に 浸 漬 し た 。

ヨ ッ ト 下 架 後 ３ ６ 日 目 に 、 塗 料 の 状 況 の 確 認 を 行 っ た が 、 汚 濁 や 海 藻 な ど の 付 着 は 認 め ら

れ な か っ た 。 （ 写 真 １ ． ２ 参 照 ）

ヨ ッ ト 下 架 後 ４ ８ 日 目 に 、 ヨ ッ ト を 上 架 し て 、 船 底 の 海 藻 や カ キ の 付 着 状 況 を 検 分 し た 。

ヨ ッ ト の キ ー ル （ 鉄 製 の 上 げ 下 げ 式 ） に は 、 疎 ら に 海 藻 が 付 着 し 始 め て い た が 、 そ れ 以 外

の 船 底 （ Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． ） に は 海 藻 や カ キ の 付 着 は な か っ た 。 （ 写 真 ３ ． ４ 参 照 ）
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ヨ ッ ト 下 架 後 ９ ６ 日 目 に 、 ヨ ッ ト を 上 架 し て 、 船 底 の 汚 濁 の 状 況 を 検 分 し た 。 キ ー ル に は

疎 ら な 海 藻 が 見 ら れ た が 、 そ れ 以 外 に は 海 藻 や カ キ な ど は 全 く 確 認 で き な か っ た 。 下 架 後

３ ６ 日 目 と 船 底 の 状 況 は 全 く 変 わ り な く 、 こ の 防 汚 塗 料 が 大 変 有 効 で あ る も の と 思 わ れ る

。 （ 写 真 ５ 参 照 ）

　 ヨ ッ ト 下 架 後 １ ４ ８ 日 目 に 、 ヨ ッ ト を 上 架 し て 、 船 底 の 海 藻 や カ キ の 付 着 状 況 を 検 分 し

た 。 下 架 後 ９ ６ 日 目 と ほ と ん ど 変 わ り な く 、 海 藻 や カ キ の 付 着 は な く 、 汚 濁 も 確 認 で き な

か っ た 。 本 防 汚 塗 料 が 船 底 塗 料 と し て 有 効 で あ る こ と を 確 信 し た 。 （ 写 真 ６ ． ７ ． ８ ． ９

参 照 ） 　 　

ヨ ッ ト 下 架 後 １ ８ ５ 日 目 に 、 ヨ ッ ト を 上 架 し て 、 海 藻 や カ キ の 付 着 の 具 合 を 検 分 し た 。 鉄

製 の キ ー ル に は １ ４ ８ 日 目 よ り も 多 く の 海 藻 が 付 着 し て い た 。 ま た 、 白 い ２ ， ３ ｍ ｍ の カ

キ の 幼 生 が 付 着 し て い た 。 ヨ ッ ト の 船 底 外 板 （ Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． ） に も 海 藻 や カ キ が 少 し 付 着

し て い た 。 し か し 、 ま だ 海 藻 や カ キ の 付 着 は 少 な く 、 ６ ヶ 月 を 過 ぎ て い て も 海 藻 や カ キ の

汚 濁 の た め に ヨ ッ ト の 航 行 に 支 障 を き た す こ と は 全 く 無 く 、 汚 濁 の た め に ヨ ッ ト の 船 外 機

が 過 負 荷 に な っ て 回 転 が 落 ち る こ と も な か っ た 。 （ 写 真 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ ． １ ３ 参 照 ） ヨ

ッ ト 下 架 後 ２ ５ ３ 日 目 に 、 ヨ ッ ト を 上 架 し て 、 船 底 の 汚 濁 の 具 合 を 調 べ た 。 白 い カ キ の 幼

生 や 海 藻 の 付 着 が 見 ら れ た 。 船 底 の 汚 濁 は 進 ん で い た が 、 ま だ ヨ ッ ト の 航 行 に は 何 の 支 障

も な く 、 １ ８ ５ 日 目 の 状 態 と 変 わ ら な か っ た 。 （ 写 真 １ ４ ． １ ５ 、 １ ６ ． １ ７ 参 照 ）

な お 、 ヨ ッ ト の 船 底 を 塗 装 し て 下 架 後 ３ ８ ２ 日 目 に 、 多 少 の 海 藻 や カ キ ガ ラ が 付 着 し た の

で 、 新 た な 塗 装 を す る た め に 付 着 物 を 剥 ぎ 落 と し て 船 底 の 清 掃 を 行 っ た 。 そ の 清 掃 作 業 の

際 に 船 底 の 付 着 物 が 容 易 に 剥 が れ や す い と い う 印 象 を 得 た 。 本 実 施 例 で 使 用 し た 防 汚 塗 料

が 船 底 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 し 難 さ を 示 し て い る こ と も 考 え ら れ る 。

造 船 業 者 と し て の 経 験 や 見 識 か ら し て 、 一 般 的 に 船 底 塗 装 後 ６ ヶ 月 を 過 ぎ れ ば 船 底 の 汚 濁

が 進 み 、 船 舶 の 航 行 に 変 化 が 起 き 始 め て 、 エ ン ジ ン の 回 転 数 が 通 常 よ り も 低 く な り 、 船 速

が 落 ち だ し 始 め る 。 日 時 の 経 過 と 共 に 、 そ の 傾 向 が 過 大 に な る こ と を 実 感 す る 様 に な る 。

２ ， ５ ０ ０ rpmが １ ， ５ ０ ０ rpmま で 落 ち て し ま う 事 が あ る 。 燃 費 効 率 も 低 下 す る 。

今 回 試 験 し た 、 塗 料 メ ー カ ー の 船 底 塗 料 （ Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド ） に 、 防 汚 塗 料 用 添 加

物 と し て の イ オ ウ 粉 末 を １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ 混 入 し て 防 汚 塗 料 と し 、 こ れ を 船 舶 な ど に 塗 布

す る こ と に よ り 、 ６ ～ ８ ヶ 月 経 過 し て も 船 底 の 汚 濁 は 進 ま ず 、 船 舶 の 航 行 に 支 障 が 無 く 、

燃 費 効 率 も 低 下 し な い 。 イ オ ウ の 浄 化 作 用 が 持 続 し て い る も の と 推 察 で き る 。

結 論 的 に 、 本 発 明 は 防 汚 塗 料 と し て 充 分 に 効 果 が あ り 、 次 の 塗 装 ま で の 期 間 も 長 く な り 、

汚 濁 が 進 み に く い た め 、 燃 費 効 率 も 低 下 せ ず 有 効 で あ る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

同 一 港 に お い て 、 本 実 施 例 で は 、 塗 料 メ ー カ ー の 船 底 塗 料 （ Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド ） の

塗 料 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 防 汚 塗 料 添 加 物 （ イ オ ウ 粉 末 　 ９ ９ ％ ） を ２ ５ 重 量 部 混 合 し

て 防 汚 塗 料 (２ ０ 重 量 ％ )を 得 た 。 こ の 防 汚 塗 料 を 、 プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト （ ６ ｍ ） の 磨 い た

船 底 に 塗 布 し て 、 翌 日 海 水 に 浸 漬 し た 。

プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト 下 架 後 １ ２ ９ 日 目 に 、 プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト を 上 架 し て 、 船 底 の 状 況 を

見 た 。 海 水 に 浸 か っ て い る 船 外 機 の 取 り 付 け 部 に は 海 藻 の 付 着 が あ っ た が 、 そ れ 以 外 の 船

底 外 板 （ Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． ） に は 海 藻 や カ キ の 付 着 は 無 か っ た 。 　 （ 写 真 １ ８ ． １ ９ ． ２ ０ 参

照 ）

プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト 塗 装 後 ２ ６ ５ 日 目 、 船 底 の 汚 濁 具 合 は １ ２ ９ 日 目 と 変 わ ら な か っ た 。

（ 写 真 ２ １ ． ２ ２ 参 照 ）

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

同 一 港 に お い て 、 本 実 施 例 で は 、 塗 料 メ ー カ ー の 船 底 塗 料 （ Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド 　 ）

の 塗 料 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 防 汚 塗 料 添 加 物 (イ オ ウ 粉 末 　 ９ ９ ％ )を １ ２ ． ５ 重 量 部 混

合 し て 防 汚 塗 料 （ １ １ ． １ １ 重 量 ％ 　 ２ ０ １ １ 年 １ １ 月 ６ 日 作 成 ） を 得 た も の と 、 同 じ く

塗 料 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 防 汚 塗 料 添 加 物 を ２ ５ 重 量 部 混 合 し て 防 汚 塗 料 （ ２ ０ 重 量 ％

　 ２ ０ １ ２ 年 １ 月 ７ 日 作 成 ） を 得 た も の と を 同 量 ず つ 混 合 し て 作 っ た 、 防 汚 塗 料 （ １ ５ 重
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量 ％ 　 ２ ０ １ ２ 年 ４ 月 ５ 日 作 成 ） を 得 た 。 こ の 防 汚 塗 料 を Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． 製 の ボ ー ト （ ５ ｍ

） に 塗 装 し て 、 ５ 日 後 に 海 水 に 浸 漬 し た 。

ボ ー ト 下 架 後 ６ １ 日 目 に 、 ボ ー ト を 上 架 し て 、 船 底 の 状 況 を 見 た 。 喫 水 線 辺 り に 海 藻 が 付

着 し 、 船 底 に も 海 藻 の 付 着 が 見 受 け ら れ た 。 ま た 、 ヨ ッ ト や プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト の 例 で は

見 ら れ な か っ た 、 船 底 外 板 に 汚 濁 が 見 受 け ら れ た 。 そ の 部 分 に 海 藻 が 連 続 し て 着 い て い た

。 少 量 の カ キ も 付 着 し て い た 。 そ の カ キ の ２ ,３ 粒 の 上 に 海 藻 が 付 着 し て い た 。

汚 濁 が 始 ま り 進 む と 、 カ キ と 海 藻 が 付 着 を 始 め る と 思 わ れ る 。 （ 写 真 ２ ３ ． ２ ４ ． ２ ５ ．

２ ６ 参 照 ）

船 底 塗 料 と イ オ ウ 粉 末 と を 混 合 し て 防 汚 塗 料 を 作 成 し て か ら 、 ５ ～ ３ ヶ 月 の 時 間 経 過 を 経

て い る こ と に 拠 り 、 イ オ ウ 成 分 に よ る 解 毒 や 漂 白 作 用 が 劣 化 し た も の と も 考 え ら れ る 。

船 底 塗 料 と イ オ ウ 粉 末 と を 混 合 し て か ら 、 日 を 置 か ず 直 ち に 塗 装 を す る こ と が 肝 要 で あ る

と 思 わ れ る 。

な お 、 こ の ボ ー ト の 船 外 機 に は 塗 装 が 施 さ れ て い な か っ た が 、 約 ２ ヶ 月 の う ち に 海 藻 が 付

着 し て い た 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

塗 料 メ ー カ ー の 船 底 塗 料 （ Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド ） に 防 汚 塗 料 添 加 物 (イ オ ウ 粉 末 　 ９

９ ％ )を 各 種 の 濃 度 で 混 合 し て 、 防 汚 塗 料 を 作 成 し 、 ど の 濃 度 の 防 汚 塗 料 が よ り 高 い 防 汚

効 果 を 有 し て い る か を 検 討 す る た め に 、 市 販 の 浮 き 子 （ 発 泡 体 浮 子 や 中 空 浮 子 ） に 各 種 濃

度 の 防 汚 塗 料 を 塗 布 し て 、 同 一 港 の 海 水 に 浸 漬 し た 。 イ オ ウ 粉 末 の 濃 度 は 、 ０ 重 量 ％ 、 ５

重 量 ％ 、 １ ０ 重 量 ％ 、 １ ５ 重 量 ％ 、 ２ ０ 重 量 ％ 、 ３ ０ 重 量 ％ の ６ 種 類 と し た 。

（ 写 真 ２ ７ 参 照 ） 　

塗 装 し た 浮 き 子 を 海 に 浸 漬 し て か ら ５ ８ 日 目 に 海 藻 等 の 付 着 具 合 を 調 べ る た め に 陸 揚 げ し

た 。 ６ 個 の 浮 き 子 全 て に 海 藻 の 付 着 は 見 受 け ら れ な か っ た 。 　 　 　 （ 写 真 ２ ８ 参 照 ）

海 水 に 浸 漬 し て い た 浮 き 子 を 塗 装 し 、 浸 漬 後 １ ４ ４ 日 目 に 陸 揚 げ し て 、 海 藻 な ど の 付 着 状

況 を 調 べ た 。 イ オ ウ 粉 末 濃 度 が ０ 重 量 ％ と ２ ０ 重 量 ％ の 浮 き 子 は 紛 失 し て い た が 、 そ の 他

の 濃 度 の 浮 き 子 に は 、 海 藻 な ど の 付 着 や 汚 濁 は 全 く 見 ら れ な か っ た 。 　 （ 写 真 ２ ９ 参 照 ）

港 の 海 水 に 浸 漬 し て い た ０ 重 量 ％ と ２ ０ 重 量 ％ の 浮 き 子 が 紛 失 し て い た の で 、 新 た に 塗 装

し て い な い 浮 き 子 と ０ 重 量 ％ の 浮 き 子 と を 追 加 し て 浸 漬 し た (１ ４ ６ 日 目 )。 ２ ０ 重 量 ％ の

も の は プ レ ジ ャ ー ・ ボ ー ト の 濃 度 と 同 一 な の で 省 略 し た 。 （ 写 真 ３ ０ 参 照 ）

海 水 に 浸 漬 し て か ら ２ ９ ０ 日 目 に 浮 き 子 ６ 個 を 陸 揚 げ し て 、 汚 濁 の 具 合 を 調 べ た 状 況 は 、

カ キ の 付 着 や 汚 濁 が 見 ら れ た 。 （ 写 真 ３ １ 参 照 ）

【 実 施 例 ５ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

塗 料 メ ー カ ー の 船 底 塗 料 （ Ｃ Ｃ Ｐ ク リ ー ン 　 レ ッ ド ） に 防 汚 塗 料 添 加 物 (イ オ ウ 粉 末 　 ９

９ ％ )を 各 種 の 濃 度 で 混 合 し て 、 防 汚 塗 料 を 作 成 し 、 防 汚 塗 料 と し て の 塗 布 状 況 を 検 討 す

る た め に 、 各 種 濃 度 の 防 汚 塗 料 を Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． 単 板 (１ ３ ｃ ｍ ｘ ２ ９ ｃ ｍ )に 塗 布 し た 。 イ

オ ウ 粉 末 の 濃 度 は 、 ５ 重 量 ％ 、 １ ０ 重 量 ％ 、 １ ５ 重 量 ％ 、 ２ ０ 重 量 ％ 、 ３ ０ 重 量 ％ 、 ５ ０

重 量 ％ の ５ 種 類 と し た 。 （ 写 真 ３ ２ 参 照 ）

３ ０ 重 量 ％ で は 塗 料 の 粘 度 が か な り 高 く な っ て お り 、 ５ ０ 重 量 ％ で は 塗 料 が 粘 土 状 に な り

塗 装 作 業 が 困 難 で 、 防 汚 塗 料 と し て は 使 用 で き な い も の と 思 わ れ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ １ 】

本 発 明 は 、 鋼 船 、 Ｆ ． Ｒ ． Ｐ ． 船 、 木 造 船 等 の 各 種 材 料 か ら な る 船 底 、 水 中 構 造 物 、 養 殖

用 網 、 魚 網 、 浮 標 、 工 業 用 水 系 設 備 等 へ の 海 洋 生 物 の 付 着 、 海 藻 の 付 着 及 び 各 種 防 汚 塗 料

へ の 利 用 が 期 待 さ れ る 。
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